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特　集

平成22年度 林野庁予算の概要

以下主な事業内容を紹介します。事業実施主体等、詳
しい内容については各担当課にお問い合わせ下さい。

平成22年度概算決定額（平成21年度予算額）
287,375（378,659）百万円
うち林野一般公共
187,030（260,925）百万円

●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

地
域
の
自
主
性
・
裁
量
を
尊
重
し
つ
つ
、

森
林
の
整
備
・
保
全
の
推
進
、
林
業
・
木

材
産
業
の
健
全
な
発
展
と
木
材
利
用
の
推

進
を
図
る
た
め
、
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

都
道
府
県
等
に
対
し
一
体
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

●
背
景
・
課
題

・
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
に
基
づ
き
、
一
三

〇
〇
万
炭
素
㌧
を
森
林
の
吸
収
で
賄
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

・
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営
を
担
い
得
る

事
業
体
等
に
よ
る
施
業
集
約
化
の
推
進
が
重
要

・
木
材
（
用
材
）
の
自
給
率
（
平
成
二
〇
年
）
は

二
四
・
〇
％
と
低
位
で
す
。

・
年
間
約
二
〇
〇
〇
万
立
方
㍍
（
推
計
）
発
生
し

て
い
る
林
地
残
材
は
、
ほ
と
ん
ど
が
未
利
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
政
策
目
標

・
平
成
二
五
年
度
ま
で
に
、
育
成
単
層
林

か
ら
育
成
複
層
林
へ
七
・
二
万
㌶
を
誘

導
・
意
欲
あ
る
事
業
体
に
よ
る
事
業
量
の

シ
ェ
ア
を
拡
大
（
素
材
生
産
量
五
割
（
平

成
一
七
年
）
→
六
割
（
平
成
二
七
年
）、

造
林
面
積
六
割
（
平
成
一
七
年
）
→
七

割
（
平
成
二
七
年
））

・
木
材
供
給
・
利
用
量
の
拡
大
（
一
七
〇

〇
万
立
方
㍍
（
平
成
一
六
年
）
→
二
三

●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

森
林
所
有
者
等
に
よ
る
森
林
施
業
の
集

約
化
な
ど
に
必
要
な
「
森
林
情
報
の
収
集

活
動
」
及
び
「
森
林
情
報
の
収
集
活
動
及

び
境
界
の
明
確
化
等
」
や
、
森
林
施
業
の

実
施
に
必
要
な
「
施
業
実
施
区
域
の
明
確

化
作
業
」
等
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

●
背
景
・
課
題

・
低
コ
ス
ト
で
効
果
的
な
森
林
整
備
を
進
め
る
た

め
に
は
、
森
林
施
業
の
集
約
化
が
必
要
で
す
。

・
森
林
施
業
の
集
約
化
に
あ
た
っ
て
は
、
林
齢
、

樹
種
、
林
道
か
ら
の
距
離
な
ど
森
林
施
業
の
必

要
性
が
判
断
で
き
る
情
報
の
収
集
が
必
要
で

す
。

・
計
画
的
か
つ
一
体
的
な
森
林
施
業
を
実
施
す
る

に
は
、
施
業
実
施
区
域
の
明
確
化
等
が
必
要
で

す
。

●
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交
付
金

【
七
、
〇
八
五
（
一
三
、
二
二
二
）
百
万
円
】

●
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

【［
所
要
額
］
七
、
一
二
〇
（
九
、
九
四
五
）
百
万
円
】

〇
〇
万
立
方
㍍
（
平
成
二
七
年
））

●
主
な
内
容

１
．
望
ま
し
い
林
業
構
造
の
確
立

施
業
集
約
化
に
取
り
組
む
能
力
・
体
制
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
一
定
以
上
の
素
材
生
産
能

力
を
有
す
る
林
業
事
業
体
等
が
高
性
能
林
業
機
械

を
導
入
す
る
際
の
助
成
の
優
遇
（
交
付
率
三
分
の

一
→
二
分
の
一
）
等
を
行
い
ま
す
。

２
．
木
材
利
用
及
び
木
材
産
業
体
制
の
整
備
推
進

品
質
・
性
能
の
確
か
な
地
域
材
の
供
給
、
外
材

か
ら
国
産
材
へ
の
原
料
の
転
換
、
製
紙
用
間
伐
材

チ
ッ
プ
の
安
定
供
給
な
ど
に
必
要
な
施
設
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
材
を
利
用
し
た
公
共

施
設
の
整
備
、
石
炭
火
力
発
電
所
に
お
け
る
間
伐

材
等
の
混
合
利
用
に
必
要
な
燃
料
用
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
生
産
・
利
用
施
設
の
整
備
な
ど
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
総
合
的
な
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

※
間
伐
、
路
網
整
備
等
に
つ
い
て
は
森
林
整
備
事

業
（
公
共
）
で
実
施
す
る
ほ
か
、
平
成
二
一
年

度
第
一
次
補
正
予
算
の
「
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
事
業
」
や
平
成
二
一
年
度
第
二
次
補

正
予
算
に
お
け
る
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
」
等
の
活
用
に
よ
り
実
施
し
ま

す
。交

付
率
：
定
額
（
二
分
の
一
、
一
〇
分
の
四
、

三
分
の
一
等
）

　

事
業
実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
市
町
村
、
森

林
組
合
、
林
業
事
業
者
、
木
材
関
連
業
者
等

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
：
１
の
事
業　

林
野
庁
経
営

課
〇
三
─

三
五
〇
二
─

八
〇
五
五
（
直
）、

２
の
事
業　

林
野
庁
木
材
産
業
課
〇
三
─

六
七
四

四
─

二
二
九
二
（
直
）
林
野
庁
木
材
利
用
課
〇
三
─

六
七
四
四
─

二
二
九
七
（
直
）

間
伐
・
路
網
整
備
等
に
つ
い
て
林
野
庁
整
備
課
〇

三
─

三
五
九
一
─

五
八
九
三
（
直
）〕 
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・
森
林
施
業
の
集
約
化
及
び
森
林
施
業
の
実
施
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
、

不
在
村
森
林
所
有
者
な
ど
に
よ
り
不
明
に
な
り

つ
つ
あ
る
森
林
の
境
界
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

●
政
策
目
標

森
林
施
業
の
集
約
化
を
促
進
し
、
適
切

な
森
林
整
備
の
促
進
を
図
り
、
森
林
の
有

す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

●
主
な
内
容

１
．
森
林
施
業
の
集
約
化
に
必
要
と
な
る
地
域
活

動
へ
の
支
援

森
林
施
業
の
集
約
化
の
た
め
に
必
要
と
な
る

「
森
林
情
報
の
収
集
活
動
」
に
つ
い
て
、
一
㌶
当
た

り
一
五
、
〇
〇
〇
円
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
支

援
し
ま
す
。

 

補
助
率
：
定
額 

 

事
業
実
施
主
体
：
都
道
府
県 

２
．
森
林
施
業
の
実
施
に
必
要
と
な
る
地
域
活
動

へ
の
支
援

森
林
施
業
計
画
が
作
成
さ
れ
た
森
林
で
、
森
林

施
業
の
実
施
に
必
要
な
「
施
業
実
施
区
域
の
明
確

化
作
業
」
等
の
地
域
活
動
を
対
象
と
し
て
、
一
㌶

当
た
り
年
間
五
、
〇
〇
〇
円
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
都
道
府
県

３
．
森
林
施
業
の
集
約
化
や
森
林
施
業
の
実
施
に

必
要
と
な
る
地
域
活
動
へ
の
支
援

「
施
業
集
約
化
・
供
給
情
報
集
積
事
業
」
の
対

象
と
な
る
森
林
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
る
「
森
林

情
報
の
収
集
活
動
及
び
境
界
の
明
確
化
等
」
に
対

し
て
、
人
証
（
注
）
を
使
っ
た
場
合
一
㌶
当
た
り

二
四
、
〇
〇
〇
円
、
人
証
を
使
わ
な
か
っ
た
場
合

二
〇
、
〇
〇
〇
円
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
支
援

し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
都
道
府
県

４
．
交
付
金
の
適
正
か
つ
円
滑
な
交
付
に
必
要
と

な
る
経
費
へ
の
助
成

交
付
金
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催
や
地
域
活
動

の
実
施
状
況
の
確
認
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
が
交

付
金
を
適
正
か
つ
円
滑
に
交
付
す
る
の
に
必
要
と

な
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
市
町
村

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
：
林
野
庁
企
画
課
〇
三
─

三
五

九
三
─

六
一
一
五
（
直
）〕

（
注
）
人
証
（
じ
ん
し
ょ
う
）
と
は
、
地
域
に
お
い

て
森
林
の
状
況
に
精
通
し
て
い
る
者
に
境
界
を
確

認
し
て
も
ら
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
山
村
活
性
化
総
合
推
進
事
業

【
五
三
七
（
七
二
二
）
百
万
円
】

●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
、
地
域
の
多
様
な
主
体

の
連
携
に
よ
り
、
森
林
資
源
を
活
用
し
た

新
た
な
起
業
等
、
山
村
の
活
性
化
の
た
め

の
自
主
的
な
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

●
背
景
・
課
題

・
山
村
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
一
方
、
過
疎
化
・
高
齢

●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

生
物
多
様
性
条
約
第
一
〇
回
締
約
国
会

議
の
日
本
開
催
等
を
契
機
と
し
、
森
林
生

態
系
の
調
査
、
保
護
・
管
理
技
術
の
開
発

等
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
保
全
を
総
合
的

に
推
進
し
ま
す
。

●
背
景
・
課
題

・
生
物
多
様
性
条
約
第
一
〇
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
）
議
長
国
と
し
て
の
先
導
的
な
役
割
を

果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
国
土
の
七
割
を
占
め
る
森
林
に
つ
い
て
、
生
物

多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
施
策
を
適
切
に
実
施

す
る
た
め
の
多
様
性
に
関
す
る
状
況
の
把
握
や
、

国
民
の
理
解
の
増
進
、
我
が
国
の
取
組
の
国
内

外
へ
の
発
信
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
政
策
目
標

平
成
二
三
年
度
ま
で
に
「
生
物
多
様
性

の
認
知
度
」
を
五
〇
％
に
引
き
上
げ

●
森
林
の
生
物
多
様
性
保
全
総
合
対
策
事
業

【
一
、
〇
一
三
（
一
六
八
）
百
万
円
】

化
の
深
刻
化
に
よ
り
、
森
林
の
整
備
及
び
保
全

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
こ
の
た
め
、
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
り
、
低

炭
素
化
に
貢
献
す
る
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
積
極

的
な
利
活
用
、
教
育
・
健
康
分
野
で
の
森
林
・

山
村
の
活
用
等
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
豊
富
な

森
林
資
源
か
ら
新
た
な
付
加
価
値
を
創
出
し
、

山
村
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
政
策
目
標

・
森
林
資
源
の
新
た
な
活
用
に
よ
り
、
山

村
を
活
性
化

・
新
規
定
住
者
が
増
加
し
て
い
る
山
村
を

四
割
に
増
加
（
平
成
二
四
年
）

●
主
な
内
容

１
．
社
会
的
協
働
に
よ
る
山
村
再
生
対
策
構
築
事

業	

二
九
〇
（
三
五
〇
）
百
万
円

森
林
資
源
の
利
用
に
よ
る
Ｃ
O
2

排
出
削
減
量

の
取
引
、
新
素
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化
等
、

山
村
に
お
け
る
新
た
な
付
加
価
値
の
創
造
や
都
市

の
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

２
．
山
村
再
生
総
合
対
策
事
業

一
七
七
（
二
九
五
）
百
万
円

山
村
特
有
の
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
確
立
に
向
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
多
様
な
主

体
が
実
施
す
る
自
主
的
な
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

３
．
森
林
総
合
利
用
推
進
事
業五

〇
（
〇
）
百
万
円

里
山
林
の
整
備
と
里
山
資
源
の
活
用
等
を
組
み

合
わ
せ
て
自
立
・
継
続
的
に
実
施
で
き
る
地
域
モ

デ
ル
を
実
証
、
確
立
し
、
全
国
的
な
取
組
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
：
林
野
庁
計
画
課
〇
三
─

三
五

〇
二
─

〇
〇
四
八
（
直
）〕
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●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保

全
に
向
け
、
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
広
く

国
民
の
理
解
を
促
進
す
る
緑
化
行
事
や
企

業
等
が
参
加
す
る
森も

り林
づ
く
り
活
動
等
を

支
援
し
ま
す
。

●
背
景
・
課
題

・
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
に
向
け

た
国
内
の
森
林
整
備
を
国
民
運
動
と
し
て
推
進

す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広
い
層
へ
森

林
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、

多
様
な
主
体
が
参
加
す
る
森
林
づ
く
り
活
動
等

へ
の
支
援
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
政
策
目
標

森
林
づ
く
り
に
参
加
す
る
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
数
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国

民
の
森
林
・
林
業
に
対
す
る
理
解
を
促
進

●
主
な
内
容

１
．
緑
化
等
に
対
す
る
国
民
の
理
解
の
促
進

全
国
規
模
で
の
緑
化
活
動
の
推
進
を
支
援
し
ま

す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

２
．
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
に
向

け
た
森
林
づ
く
り
の
実
践
支
援

幅
広
い
層
に
よ
る
森
林
づ
く
り
活
動
や
森
林
生

態
系
保
全
活
動
等
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一

●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

施
業
集
約
化
の
加
速
化
を
図
る
た
め
、

集
約
化
に
取
り
組
む
事
業
体
の
育
成
と
不

在
村
森
林
所
有
者
へ
の
働
き
か
け
等
を
強

化
し
、
持
続
的
な
林
業
経
営
と
国
産
材
の

安
定
供
給
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

●
背
景
・
課
題

・
今
後
一
〇
年
間
で
、
人
工
林
の
約
六
割
が
利
用

可
能
な
高
齢
級
の
森
林
に
移
行
し
ま
す
。

・
今
後
、
主
伐
期
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
林
業

へ
の
再
投
資
に
よ
り
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

担
え
る
林
業
経
営
体
・
事
業
体
を
育
成
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

・
提
案
型
集
約
化
施
業
の
推
進
に
よ
る
事
業
量
の

増
大
へ
の
対
応
、
私
有
林
の
約
四
分
の
一
を
占

め
る
不
在
村
者
の
所
有
森
林
へ
の
森
林
施
業
の

働
き
か
け
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

●
政
策
目
標

集
約
化
施
業
に
取
り
組
む
林
業
経
営

体
・
事
業
体
が
平
成
二
三
年
度
末
ま
で
に

全
て
の
私
有
林
を
カ
バ
ー
で
き
る
体
制
を

構
築

●
主
な
内
容

１
．
施
業
集
約
化
・
供
給
情
報
集
積
対
策

六
一
〇
（
五
二
四
）
百
万
円

提
案
型
集
約
化
施
業
の
取
組
を
一
層
拡
大
す
る

た
め
、
集
合
研
修
に
加
え
、
専
門
家
の
派
遣
や
Ｏ

Ｊ
Ｔ
研
修
に
よ
り
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の

養
成
を
加
速
化
す
る
と
と
も
に
、
不
在
村
者
に
対

す
る
森
林
施
業
の
働
き
か
け
の
強
化
等
を
実
施
し

ま
す
。

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一

事
業
実
施
主
体
：
全
国
森
林
組
合
連
合
会
等

２
．
リ
ー
ス
に
よ
る
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
促

進
対
策	

一
二
〇
（
七
〇
）
百
万
円

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
手
段
の
多
様
化
と
入

手
コ
ス
ト
の
軽
減
を
通
じ
た
林
業
事
業
体
の
育
成

と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
リ
ー
ス
に
よ
る

導
入
を
支
援
し
ま
す
。

な
お
、
導
入
支
援
対
象
機
種
に
ハ
ー
ベ
ス
タ
、

プ
ロ
セ
ッ
サ
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
、
フ
ェ
ラ
ー
バ

ン
チ
ャ
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
追
加
し
ま
す
。

●
森も

り林
づ
く
り
国
民
運
動
推
進
事
業

【
一
二
一
（
一
八
二
）
百
万
円
】

●
集
約
化
施
業
促
進
等
経
営
支
援
対
策

【
七
三
〇
（
二
、
〇
四
四
）
百
万
円
】

●
主
な
内
容

１
．
森
林
生
態
系
多
様
性
基
礎
調
査
（
新
規
）

四
〇
五
（
〇
）
百
万
円

全
国
土
を
対
象
に
植
生
等
の
生
物
多
様
性
に
関

す
る
定
点
観
測
を
実
施
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、デ
ー

タ
の
分
析
等
を
行
い
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
向

け
た
森
林
施
策
の
検
討
に
活
用
し
ま
す
。

補
助
率
・
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

２
．
デ
ジ
タ
ル
森
林
空
間
情
報
利
用
技
術
開
発
事

業
（
新
規
）	

二
九
三
（
〇
）
百
万
円

デ
ジ
タ
ル
空
中
写
真
の
撮
影
デ
ー
タ
を
解
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
植
生
等
の
属
地
的
な
森
林

の
状
況
に
つ
い
て
、
効
率
的
か
つ
高
精
度
に
把
握

す
る
た
め
の
実
用
化
技
術
を
開
発
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

３
．
森
林
環
境
保
全
総
合
対
策
事
業

三
〇
五
（
一
五
八
）
百
万
円

森
林
の
生
物
多
様
性
保
全
に
向
け
て
、
森
林
の

保
護
・
管
理
に
係
る
技
術
開
発
や
、
我
が
国
に
お

け
る
取
組
の
国
内
外
へ
の
発
信
、
野
生
鳥
獣
被
害

対
策
技
術
の
開
発
等
を
促
進
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
：
１
、
２
の
事
業　

林
野
庁

計
画
課
〇
三
─

六
七
四
四
─

二
三
〇
〇
（
直
）、
３
の

事
業　

林
野
庁
研
究
・
保
全
課
〇
三
─

六
七
四
四
─

二
三
一
一
（
直
）〕

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

３
．
企
業
等
に
対
す
る
森
林
づ
く
り
へ
の
参
加
の

働
き
か
け

森
林
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
企
業
等
の
活
動
の

促
進
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

４
．
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
里
山
や
巨
樹
・
古
木

等
の
保
全
・
管
理
技
術
の
開
発
と
普
及

里
山
、
巨
樹
・
古
木
等
の
保
全
・
管
理
技
術
開

発
及
び
技
術
情
報
の
提
供
・
普
及
を
支
援
し
ま

す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
：
林
野
庁
研
究
・
保
全
課

〇
三
─

三
五
〇
二
─

八
二
四
三
（
直
）〕
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補
助
率
：
定
額
、
リ
ー
ス
料
の
八
～
一
二
％
程
度

事
業
実
施
主
体
：
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
：
林
野
庁
経
営
課
〇
三
─

三
五

〇
二
─

八
〇
四
八
〕

●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

雇
用
拡
大
に
向
け
た
新
規
就
業
者
・
参

入
者
の
実
地
研
修
や
中
堅
層
の
能
力
向
上

対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成

の
あ
り
方
を
見
直
す
た
め
の
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

●
背
景
・
課
題

・
森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て
適
切
な
森
林
整
備
を

支
え
る
労
働
力
の
確
保
と
林
業
経
営
の
担
い
手

の
確
保
・
育
成
・
定
着
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

・
ま
た
、
こ
う
し
た
人
材
の
効
率
的
・
効
果
的
な

育
成
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

●
政
策
目
標

減
少
が
見
込
ま
れ
る
林
業
労
働
者
数
に

つ
い
て
、
森
林
整
備
を
実
現
す
る
た
め
に

必
要
な
水
準
を
維
持
〈
平
成
二
七
年
推
計

値
四
万
人
→
五
万
人
程
度
〉

●
主
な
内
容

１
．
緑
の
雇
用
担
い
手
対
策
事
業

［
所
要
額
］
九
、
〇
五
〇
（
九
、
六
八
五
）
百
万
円

林
業
経
験
の
な
い
方
が
①
基
本
的
な
技
術
を
習

得
で
き
る
よ
う
千
八
百
人
を
対
象
と
し
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ

研
修
等
、
②
作
業
実
態
等
の
理
解
を
図
る
た
め
五

百
七
十
人
を
対
象
と
し
た
三
ヶ
月
程
度
の
ト
ラ
イ

ア
ル
雇
用
に
必
要
な
経
費
を
雇
用
主
に
対
し
て
支

援
し
ま
す
。

補
助
率
：
①
定
額
（
研
修
費
一
月
・
一
人
当

た
り
九
万
円
、
講
師
代
一
日
・
一
人
当
た
り
二

万
円
、
最
長
一
〇
ケ
月
間
）

②
定
額
（
研
修
費
一
日
・
一
人
当
た
り
八
千

円
、
講
師
代
一
日
・
一
人
当
た
り
二
万
円
、
最

長
三
ヶ
月
間
）

事
業
実
施
主
体
：
全
国
森
林
組
合
連
合
会

２
．
林
業
就
業
者
能
力
向
上
対
策
事
業

二
九
〇
（
〇
）
百
万
円

コ
ス
ト
管
理
な
ど
現
場
管
理
の
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
必
要
な
研
修
を
実
施
す
る
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
策
定
や
研
修
参
加
に
必
要

な
経
費
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

３
．
林
業
経
営
者
育
成
確
保
事
業

一
二
一
（
〇
）
百
万
円

人
材
育
成
の
充
実
・
強
化
に
向
け
た
調
査
、
大

学
等
に
よ
る
中
核
的
林
業
経
営
者
養
成
、
林
業
高

校
生
に
対
す
る
林
業
経
営
・
就
業
体
験
等
に
必
要

な
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
：
１
、
２
の
事
業　

林
野
庁

経
営
課
〇
三
─

三
五
〇
一
─

三
八
一
〇
（
直
）、

３
の
事
業　

林
野
庁
研
究
・
保
全
課
〇
三
─

六
七

四
四
─

二
三
一
一
（
直
）〕

●
緑
の
雇
用
総
合
対
策
事
業

【［
所
要
額
］
九
、
五
二
七
（
九
、
七
六
二
）
百
万
円
】

●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

地
域
に
お
け
る
木
材
関
係
企
業
等
の
連

携
促
進
や
木
材
製
品
の
品
質
・
性
能
の
向

上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
間
伐
材
チ
ッ

プ
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

●
背
景
・
課
題

・
森
林
整
備
の
推
進
や
木
材
自
給
率
（
平
成
二
〇

年
：
二
四
・
〇
％
）
の
向
上
に
は
、
間
伐
材
等

の
利
用
拡
大
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
木
材
需

要
の
大
半
を
占
め
る
住
宅
及
び
製
紙
へ
の
利
用

拡
大
が
必
要
で
す
。

・
国
内
製
材
工
場
の
九
四
％
は
中
小
規
模
で
、
品

質
・
性
能
の
均
一
な
製
材
品
の
安
定
供
給
に
向

け
た
企
業
間
連
携
、
技
術
の
向
上
及
び
機
械
設

備
等
の
改
善
が
必
要
で
す
。

・
製
紙
用
針
葉
樹
チ
ッ
プ
の
四
割
は
輸
入
製
品
に

依
存
し
て
お
り
、
間
伐
材
チ
ッ
プ
等
の
利
用
拡

大
に
向
け
た
体
制
整
備
が
必
要
で
す
。

●
政
策
目
標

国
産
材
供
給
・
利
用
量
を
平
成
二
七
年

ま
で
に
二
、
三
〇
〇
万
立
方
㍍
に
拡
大
（
平

成
一
六
年
：
一
、
七
〇
〇
万
立
方
㍍
）

●
主
な
内
容

１
．
地
域
材
の
水
平
連
携
加
工
シ
ス
テ
ム
推
進
事

業	

四
二
（
七
一
）
百
万
円

中
核
工
場
と
連
携
す
る
中
小
製
材
工
場
の
生
産

品
目
等
の
転
換
、
連
携
体
制
構
築
に
向
け
た
協
議

会
活
動
、
中
核
工
場
の
品
質
向
上
の
た
め
の
技
術

指
導
に
必
要
な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

２
．
製
紙
用
間
伐
材
チ
ッ
プ
の
安
定
供
給
支
援
事

業	

二
二
（
三
〇
）
百
万
円

地
域
の
間
伐
材
チ
ッ
プ
の
安
定
供
給
の
た
め
の

計
画
作
成
等
及
び
取
引
方
法
の
明
確
化
の
た
め
の

指
針
作
成
等
を
行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
を
補
助

し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

３
．
木
材
供
給
高
度
化
設
備
リ
ー
ス
促
進
事
業

一
五
八
（
一
七
一
）
百
万
円

製
材
業
、
木
材
販
売
業
等
を
営
む
企
業
が
機
械

設
備
を
リ
ー
ス
に
よ
り
導
入
す
る
場
合
、
そ
の

リ
ー
ス
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。補

助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
：
林
野
庁
木
材
産
業
課
〇
三
─

六
七
四
四
─

二
二
九
二
（
直
）〕

●
木
材
産
業
活
性
化
総
合
対
策
事
業

【
二
二
二
（
二
七
二
）
百
万
円
】
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●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

電
力
事
業
等
の
大
口
需
要
者
へ
の
供
給

体
制
の
確
立
、
公
共
施
設
や
一
般
家
庭
な

ど
小
口
需
要
の
拡
大
に
一
体
的
に
取
り
組

み
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
総
合
的

に
推
進
し
ま
す
。

●
背
景
・
課
題

・
間
伐
材
等
の
林
地
残
材
が
年
間
二
、
〇
〇
〇
万

立
方
㍍
（
推
計
）
発
生
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
が
未
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
電
力
事
業
に
お
い
て
間
伐
材
の
大
量
・
安
定
的

な
利
用
を
志
向
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。

・
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
生
産
量
は
約
四
、
〇
〇
〇
㌧

（
平
成
一
五
年
）
か
ら
約
三
八
、
〇
〇
〇
㌧
（
平

成
二
〇
年
）
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
政
策
目
標

燃
料
ま
た
は
発
電
用
の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
量
（
間
伐
材
等
の
林
地
残
材
由
来
）

三
一
万
立
方
㍍
（
平
成
二
〇
年
）
を
三
〇
〇

万
立
方
㍍
（
平
成
二
四
年
）
に
拡
大

●
主
な
内
容

１
．
原
木
等
供
給
者
と
需
要
者
の
間
の
需
給
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
対
す
る
支
援

流
通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
必
要
な
人
材
の
育
成

強
化
の
た
め
の
研
修
会
の
開
催
や
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
供
給
者
と
需
要
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
結
び
つ
け

る
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
に
対
し
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一
以
内

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

２
．
林
地
残
材
の
収
集
・
運
搬
コ
ス
ト
の
低
減
の

た
め
の
取
組
へ
の
支
援

間
伐
材
等
の
林
地
残
材
の
搬
出
・
運
搬
コ
ス
ト

低
減
の
た
め
の
先
進
的
・
実
証
的
な
取
組
に
対
し

支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一
以
内

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

３
．
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
安
定
的
な
販
路
の
開
拓
、

流
通
体
制
の
整
備
等
の
推
進

地
域
に
お
け
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
等
の
安
定
的
な

販
路
の
開
拓
及
び
需
要
に
見
合
っ
た
生
産
・
集

荷
・
流
通
体
制
の
整
備
を
図
る
取
組
に
対
し
支
援

し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額
、

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

４
．
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
普
及
の
た
め
の
基
盤
づ
く

り
に
対
す
る
支
援

（
1
）
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
機
器
の
開
発
・

改
良木

質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
機
器
の
低
コ
ス
ト
化
や

性
能
向
上
の
た
め
の
試
作
品
の
製
作
・
改
良
、
木

質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
性
能
向
上
等
に
関
す
る

共
同
開
発
の
実
施
に
対
し
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一
以
内

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

（
2
）
規
格
化
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
安
全
性

や
燃
焼
効
率
の
試
験
等

規
格
化
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
安
全
性
や
燃
焼

効
率
の
調
査
等
に
対
し
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
加
速
化
事
業

【
六
二
二
（
〇
）
百
万
円
】

●
国
産
材
利
用
拡
大
総
合
対
策
事
業

【
一
、
五
五
四
（
三
二
一
）
百
万
円
】

●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

住
宅
・
建
築
資
材
、
土
木
・
建
具
等
多

様
な
分
野
で
の
国
産
材
利
用
の
拡
大
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
国
産
材
利
用
の
啓
発
・

普
及
を
推
進
し
ま
す
。

●
背
景
・
課
題

・
平
成
二
〇
年
の
木
材
自
給
率
は
二
四・〇
％
（
対

前
年
比
一・四
ポ
イ
ン
ト
増
加
）
で
四
年
連
続
向

上
し
て
い
ま
す
。

・
国
産
材
需
要
の
過
半
数
を
占
め
る
住
宅
分
野
に

つ
い
て
、
平
成
二
〇
年
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
一
〇
九
万
戸
と
、
平
成
一
五
～
一
九
年
の
同

平
均
一
一
九
万
戸
と
比
較
し
低
位
な
状
況
で
す
。

●
政
策
目
標

国
産
材
供
給
・
利
用
量
を
平
成
二
七
年

ま
で
に
二
、
三
〇
〇
万
立
方
㍍
に
拡
大
（
平

成
一
六
年
：
一
、
七
〇
〇
万
立
方
㍍
）

●
主
な
内
容

１
．
住
宅
分
野
へ
の
地
域
材
供
給
シ
ェ
ア
拡
大
総

合
対
策
事
業	

四
八
八
（
二
九
〇
）
百
万
円

「
顔
の
見
え
る
木
材
で
の
家
づ
く
り
」
等
地
域

材
住
宅
づ
く
り
活
動
、
長
期
優
良
住
宅
等
に
対
応

し
た
地
域
材
に
よ
る
住
宅
部
材
の
開
発
、
木
造
建

築
設
計
の
担
い
手
育
成
等
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額
、
二
分
の
一

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

２
．
地
域
材
利
用
加
速
化
支
援
事
業

七
〇
二
（
〇
）
百
万
円

建
築
物
の
防
火
性
能
向
上
の
た
め
の
デ
ー
タ
取

得
、
室
内
化
学
物
質
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
の
検

証
、
国
産
材
住
宅
に
係
る
情
報
発
信
力
の
強
化
、

型
枠
用
合
板
等
の
原
料
を
外
材
や
非
木
質
原
料
か

ら
国
産
材
へ
転
換
す
る
た
め
の
技
術
開
発
、
内
装

材
な
ど
資
材
ご
と
の
国
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け

た
仕
組
み
づ
く
り
等
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

３
．
木
材
利
用
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
対
策
事
業	

一
四
八
（
〇
）
百
万
円

国
産
材
利
用
の
実
需
拡
大
を
図
る
「
木
づ
か
い

運
動
」
に
つ
い
て
、
企
業
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

情
報
提
供
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
の
提
供
等
を
実
施

し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

４
．
違
法
伐
採
木
材
排
除
の
た
め
の
合
法
木
材
利

用
推
進
事
業	
一
三
九
（
〇
）
百
万
円

市
場
に
お
け
る
違
法
伐
採
木
材
排
除
の
た
め

に
、
合
法
性
証
明
の
取
組
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

や
、
輸
入
木
材
の
調
査
、
合
法
木
材
の
普
及
等
を

推
進
し
ま
す
。

補
助
率
：
定
額

事
業
実
施
主
体
：
民
間
団
体

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
：
１
、
２
の
事
業　

林
野
庁

木
材
産
業
課
〇
三
─

六
七
四
四
─

二
二
九
四
（
直
）、

３
、
４
の
事
業　

林
野
庁
木
材
利
用
課
〇
三
─

六

七
四
四
─

二
二
九
六
（
直
）〕
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〔
お
問
い
合
わ
せ
先
：
１
の
事
業　

林
野
庁
木
材

産
業
課
〇
三
─

六
七
四
四
─

二
二
九
一
（
直
）、
２
～

４
の
事
業　

林
野
庁
木
材
利
用
課
〇
三
─

六
七
四

四
─

二
二
九
七
（
直
）〕

等
の
開
発
、
定
着
を
促
進
し
ま
す
。

③
最
新
技
術
の
活
用
に
よ
る
効
率
的
な
崩
壊
危
険

地
等
の
調
査
手
法
を
開
発
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
二
二
年
度
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
の
予
算
案
は
以
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

●
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

○
路
網
を
整
備
し
つ
つ
、
集
約
化
施
業
の

加
速
化
に
よ
り
利
用
間
伐
を
促
進
し
、

森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
国
民
の
期
待
に

応
え
る
森
林
整
備
を
推
進
し
ま
す
。【
森

林
整
備
事
業
】

○
森
林
の
保
水
、
山
崩
れ
防
止
機
能
を
発

揮
さ
せ
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

荒
廃
地
を
復
旧
し
、
森
林
を
再
生
す
る

治
山
対
策
を
展
開
し
ま
す
。【
治
山
事
業
】

●
背
景
・
課
題

・
森
林
吸
収
目
標
一
三
〇
〇
万
炭
素
㌧
の
達
成
の

た
め
、
効
率
的
な
間
伐
の
推
進
が
必
要
で
す
。

・「
非
常
に
激
し
い
雨
（
一
時
間
降
水
量
五
〇
㍉

㍍
）」
の
増
加
に
加
え
、「
今
後
、
強
い
降
雨
現

象
の
頻
度
が
増
す
可
能
性
は
非
常
に
高
い
」（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
）
こ
と
か
ら
、
山
地
災
害
発
生

リ
ス
ク
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

●
政
策
目
標

・
京
都
議
定
書
の
森
林
吸
収
目
標
一
三
〇

〇
万
炭
素
㌧
の
達
成
に
向
け
た
間
伐
の

実
施
（
六
年
間
で
三
三
〇
万
㌶
）
等
【
森

林
整
備
事
業
】

・
周
辺
の
森
林
の
山
地
災
害
の
防
止
機
能

等
が
確
保
さ
れ
た
集
落
の
数
を
約
五
万

二
千
集
落
（
平
成
二
〇
年
度
）
か
ら
約

五
万
六
千
集
落
（
平
成
二
五
年
度
）
に

増
加
等
【
治
山
事
業
】

●
主
な
内
容

１
．
森
林
整
備
事
業

一一
八
、
一
九
七
（
一
六
一
、
七
三
五
）
百
万
円

路
網
の
整
備
を
促
進
し
つ
つ
、
平
成
二
四
年
度

ま
で
に
段
階
的
に
集
約
化
施
業
に
転
換
す
る
と
と

も
に
、基
盤
が
整
備
さ
れ
た
地
域
の
間
伐
は
、原
則
、

間
伐
材
を
搬
出
利
用
す
る
も
の
に
限
定
し
ま
す
。

（
1
）
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮
に
向
け
た
間

伐
等
の
森
林
整
備

①
モ
ザ
イ
ク
林
へ
の
誘
導
に
よ
り
公
益
的
機
能
を
確

保
し
、
資
源
の
循
環
利
用
等
に
も
貢
献
し
ま
す
。

②
森
林
整
備
・
保
全
上
問
題
と
な
っ
て
い
る
竹
林

対
策
の
支
援
等
を
充
実
し
ま
す
。

（
2
）
効
率
的
な
間
伐
等
に
資
す
る
路
網
整
備
の

推
進

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
対
応
し
た
路
網
を

整
備
し
利
用
間
伐
を
推
進
し
ま
す
。

２
．
治
山
事
業

六
八
、
八
三
三
（
九
九
、
一
九
〇
）
百
万
円

流
域
全
体
を
見
据
え
た
効
果
的
な
森
林
の
再
生

を
図
る
治
山
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

①
渓
畔
林
の
整
備
、
危
険
木
除
去
等
の
総
合
的
な

流
木
災
害
防
止
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

②
流
域
生
態
系
の
維
持
・
向
上
に
資
す
る
新
工
法

●
森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業
（
公
共
）

【
森
林
整
備
事
業
一
一
八
、
一
九
七
（
一
六
一
、
七
三
五
）
百
万
円
】

【
治
山
事
業
六
八
、
八
三
三
（
九
九
、
一
九
〇
）
百
万
円
】

〔
お
問
合
せ
先
：
１
の
事
業　

林
野
庁
整
備
課
〇

三
─

六
七
四
四
─

二
三
〇
三
（
直
）、
２
の
事
業　

林

野
庁
治
山
課
〇
三
─

六
七
四
四
─

二
三
〇
八
（
直
）〕 

平成22年度国有林野事業特別会計予算概算決定額の概要

区　　分
平成

21年度
予算額

平成
22年度

概算決定額

対前年
度比

百万円 百万円 ％

【歳入】

国有林野事業収入 40,138 33,527 83.5 

一般会計より受入 170,853 152,033 89.0 

地方公共団体工事
　費負担金収入 4,086 2,620 64.1 

借入金 247,000 261,909 106.0 

合計 462,077 450,080 97.4 

【歳出】

国有林野事業費等 90,336 86,564 95.8 

国有林野森林整備
　事業 66,000 53,342 80.8 

治山事業 32,036 25,782 80.5 

国有林野災害復旧
　事業費 3,002 2,902 96.7 

国債整理基金特別
　会計へ繰入 269,693 280,480 104.0 

予備費 1,010 1,010 100.0 

合計 462,077 450,080 97.4 

平成22年度林野庁関係予算概算決定額の概要

区　　分
平成

21 年度
予算額

平成
22 年度

概算決定額

対前年
度比

百万円 百万円 ％

公共事業費 270,899 197,004 72.7 

　一般公共事業費 260,925 187,030  71.7 

　　治山事業費 99,190 68,833 69.4 

　　森林整備事業費 161,735 118,197 73.1 

　災害復旧等事業費 9,974 9,974 100.0 

非公共事業費 107,760 90,371 83.9 

　義務的経費 59,806 58,505 97.8 

　その他経費 47,954 31,865 66.4 

総計 378,659 287,375 75.9
（注）　1　上記のほか、農山漁村地域整備交付金により、森林
基盤整備事業を実施（1,500億円の内数）
2　計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しな
いものがある。


